
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

後期高齢者医療制度における市町村の負担分を、一般会計から後期高齢者医療特別会計に繰
出した。

どのような成果が現れます（現れました）か？

後期高齢者医療特別会計の財政安定化につながる。

後期高齢者医療特別会計の財政安定化につながった。また、基盤安定負担金により披保険者の保
険料軽減分を補填することで、個人負担の軽減につながった。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

繰出金

事務事業名 後期高齢者医療特別会計繰出金

担当部課 住民生活部　住民課
担　当 総合窓口担当

サブリーダー 簗瀬　恵子

繰出金 59,500,000

計
画

後期高齢者医療制度における市町村の負担分を、一般会計から後期高齢者医療特別会計に繰
出す。

実
績

指　標 目　標　値 達　成　値

町内被保険者数 ３，１０３人 ３，１９５人

細　節 金　額

43,071,005
事務費分　5,105,000円
基盤安定繰入金37,966,005円

細　節 金　額

特　記　事　項

H22.3.31現在

金　額 特　記　事　項細　節

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

００１－０３－０１－０４－２０２０３０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

繰出金 42,282,000

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

基盤安定負担金

43,071,005

42,282,000

59,500,000

予算現額

決算額

予
　
算

当初予算額

差引（一般財源）

国庫支出金

県支出金

0

受益者負担金

その他の特定財源

計

43,071,005

43,072,000

28,474,503

14,596,502

28,474,503

42,282,000

補正予算額 790,000

計　画 実　績 特　記　事　項

流用額

決　算

財
　
源

0

59,500,000

地方債




